
平
成
平
成
2323
年
の
大
淀
川
の
水
質
は
、
九
州
の
一
級
河
川

年
の
大
淀
川
の
水
質
は
、
九
州
の
一
級
河
川
2626
河
川
中

河
川
中
2121
位
と
な
っ
て
い

位
と
な
っ
て
い

て
、
良
い
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く

て
、
良
い
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
河
川
浄
化
に
向
け
て
の
取
り

た
め
に
、
大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
河
川
浄
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

組
み
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
し
て

河
川
環
境
を
改
善
し
ま
し
ょ
う

　

市
に
は
、
現
在
、
６
つ
の
下
水

道
処
理
区
が
あ
り
、
処
理
面
積
は

２
、１
８
９
・
４
㌶
、
処
理
人
口
は

６
９
、８
６
９
人
と
な
っ
て
い
て
、
そ

の
う
ち
下
水
道
に
接
続
し
て
い
る
割
合

は
78
・
96
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
新
し
く
下
水
道
が
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
区
域
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
の
で
、
該
当
区
域
に
住
ん
で
い
る

人
は
、
下
水
道
へ
の
速
や
か
な
接
続
に

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
下
水

道
供
用
区
域
に
住
ん
で
い
て
接
続
が
ま

だ
の
人
も
、
早
め
の
接
続
を
お
願
い
し

ま
す
。

下
水
道
の
役
割

○
河
川
の
水
質
が
改
善
で
き
ま
す

家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所
、
風
呂
場
、

洗
面
所
な
ど
の
生
活
排
水
や
工
場

排
水
を
、
終
末
処
理
場
で
き
れ
い

な
水
に
し
て
、
河
川
の
汚
れ
を
防

ぎ
ま
す
。

○
悪
臭
や
害
虫
の
発
生
を
抑
え
ま
す

生
活
排
水
や
工
場
排
水
が
道
路
の

側
溝
に
流
さ
れ
な
く
な
る
の
で
、
悪

臭
が
な
く
な
り
ハ
エ
や
蚊
な
ど
害

虫
の
発
生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

平
成
25
年
3
月
31
日
ま
で
に

下
水
道
の
供
用
を
開
始
し
た
区
域

（
平
成
24
年
度　

下
水
道
工
事
完
成
区
域
）

●
都
城
処
理
区

　

一
万
城
町
・
広
原
町
・
早
水
町
・

　

志
比
田
町
の
一
部

平
成
25
年
度
公
共
下
水
道
工
事

予
定
箇
所

●
都
城
処
理
区

　

一
万
城
町
・
広
原
町
・
早
水
町
・

　

志
比
田
町
の
一
部

接
続
工
事
は
指
定
工
事
店
で

　

接
続
工
事
は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事

店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
工
事

店
は
、
後
で
不
具
合
が
生
じ
な
い
よ
う

排
水
設
備
の
構
造
な
ど
細
か
な
点
ま
で

市
の
指
導
を
受
け
て
い
て
、
そ
の
後
の

融
資
申
請
を
含
む
全
て
の
手
続
き
を
行

い
ま
す
。

　

な
お
、
指
定
工
事
店
以
外
が
工
事
を

行
う
と
違
反
に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

中
央
・
都
城
処
理
区
に
つ
い
て

　

下
水
道
課　

☎
23-

５
９
２
１

　

各
総
合
支
所
管
内
の
処
理
区
に
つ
い
て

　

各
総
合
支
所
建
設
課

平
成
23
年
の
大
淀
川
の
水
質
は
、
九
州
の
一
級
河
川
26
河
川
中
21
位
と
な
っ
て
い

て
、
良
い
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
大
切
な
水
資
源
を
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
、
大
淀
川
流
域
の
市
町
村
が
一
体
と
な
っ
た
河
川
浄
化
に
向
け
て
の
取
り

組
み
が
今
、
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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地
下
水
を
守
る
た
め
に

で
き
る
こ
と

　

私
た
ち
の
生
活
は
、
路
面
舗
装
や
排

水
設
備
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
か
ら
、

快
適
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方

で
は
雨
水
が
地
下
に
浸
透
し
な
い
ま
ま

河
川
に
流
れ
込
む
こ
と
か
ら
、
将
来
的

に
、
水
量
の
減
少
な
ど
地
下
水
資
源
へ

の
影
響
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
で
は
、
私
た
ち
の
貴
重
な

財
産
で
あ
る
地
下
水
を
将
来
に
わ
た
っ

て
守
っ
て
い
く
た
め
、
雨
水
貯
留
施
設

（
雨
水
貯
留
槽
な
ど
）
お
よ
び
小
規
模

雨
水
浸
透
施
設
（
雨
水
浸
透
升
な
ど
）

を
設
置
す
る
人
に
対
し
て
、
設
置
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

雨
水
貯
留
施
設
へ
の
補
助

　

補
助
対
象
と
な
る
雨
水
貯
留
施
設
は

流
入
前
の
ご
み
取
り
装
置
や
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
配
管
、
水
栓
を
備
え
た
１
０
０

㍑
以
上
の
雨
水
を
貯
留
で
き
る
簡
易
な

施
設
で
す
。

●
補
助
対
象
者　

市
内
に
居
住
し
て
い

る
人
（
個
人
の
み
）

●
地
域　

市
内
全
域

●
補
助
金
額　

設
置
工
事
に
要
し
た
費

用
の
３
分
の
１
（
上
限
３
万
円
）
で
、

設
置
基
数
は
１
戸
に
つ
き
１
基

※
補
助
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

受
け
付
け
は
先
着
順
で
す
の
で
、
早

め
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
補
助

を
受
け
た
い
人
は
、
必
ず
設
置
工

事
前
に
森
林
保
全
課
へ
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

井
戸
水
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
井
戸
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
の

水
質
検
査
（
無
料
）
を
年
数
回
、
継
続

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

基
準
値
を
超
え
る
井
戸
は
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
現
在
で
も

基
準
値
を
超
え
て
い
る
井
戸
が
あ
り

ま
す
。
希
望
す
る
人
は
森
林
保
全
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
検
査
を

継
続
で
き
る
人
に
限
り
ま
す
。

※
硝
酸
態
窒
素
は
細
菌
や
大
腸
菌
な
ど

と
は
異
な
り
、
煮
沸
し
て
も
取
り

除
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◎
問
い
合
わ
せ

　

森
林
保
全
課　

☎
23-

２
１
５
２

エコキュート導入で不要となった電気
温水器も雨水貯留槽に転用できます。

　わが家で設置した貯留槽
は、専用のタンクに水栓など
を取り付けた手作り。容量も
大きく、花壇の水やりや芝生
の散水などに使っています。
環境に優しいのはもちろん、
節水にも役立つので、今で
はタンクに水がたまる雨の
日が楽しみなくらいです。

左
さこん

近充
じゅう

京子さん（一万城町）

雨水貯留施設の設置例
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榎
え の き

木　智
と も ゆ き

幸
（56歳）

児
こ だ ま

玉　宏
ひ ろ の り

紀
（61歳）

　このたび、副議長に就任いたしました。
これから１年間、円滑な議会運営と各会派
間の調整、さらには市民の皆様に分かりや
すく身近な議会となるよう、議長の補佐役
として、これまでの経験を生かし精一杯取
り組んでまいります。
　市民の皆様の多くの議会傍聴をお待ち
しております。

　４月１日付けで事業担当副市長を拝命
いたしました。池田市長が目指す「スマイ
ルシティ都城」の実現に向け、市長を補佐
しながら、これまでに培った国や県とのパ
イプなどを最大限に活用し、市政発展のた
めに全力を尽くしてまいります。
　市民の皆様のご指導をよろしくお願い
いたします。

都
城
市
学
校
運
営
協
議
会
制
度
が

始
ま
り
ま
す

学
校
と
地
域
の
人
た
ち
が
一
緒
に
子
ど

も
た
ち
を
育
て
「
地
域
に
開
か
れ
た
信

頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
」
を
目
指
す
都

城
市
学
校
運
営
協
議
会
。
今
後
、
皆
さ

ん
の
声
を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ
る
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

☎
23-

９
５
４
４

学
校
運
営
協
議
会
制
度
と
は 

？

　

国
で
は
、
学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み

と
し
て
、
平
成
16
年
度
か
ら
学
校
運
営

協
議
会
制
度
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
委

員
に
は
、
一
定
の
権
限
と
責
任
が
与
え

ら
れ
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
や
教
育

活
動
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
た
り
、
授

業
や
学
校
行
事
へ
の
支
援
な
ど
を
行
っ

た
り
し
て
、
学
校
の
課
題
解
決
に
参
画

し
ま
す
。

学
校
運
営
協
議
会
制
度
が
導
入

さ
れ
る
と
ど
の
よ
う
な
活
動
が

行
わ
れ
ま
す
か
？

　

全
国
で
、
学
校
や
地
域
の
特
性
に
合

わ
せ
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
田
中
学
校

で
は
、
開
か
れ
た

学
校
に
し
た
い

と
い
う
思
い
か

ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、

地
域
に
貢
献
す
る
た
め
に
平
成
24
年

度
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ
ス
タ
ー
認
定

制
度
を
導
入
。
認
定
を
受
け
た
生
徒

を
中
心
に
、
高
齢
者
施
設
や
保
育
所

へ
の
訪
問
、
募
金
活
動
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、

お
互
い
の
「
顔
」
が
見
え
、
地
域
と

学
校
の
距
離
が
縮
ま
り
一
体
感
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
が

無
償
で
何
が
で
き
る
の
か
自
分
た
ち

で
考
え
、
行
動
し
、
そ
の
結
果
、
地

域
と
の
強
い
つ
な
が
り
が
で
き
ま
し

た
。 山

田
中
学
校
の
取
り
組
み

第８代
都城市議会副議長 事業担当副市長

国立七尾海員学校卒業。会社員。
旧山之口町議会議員を３期、新市
になって２期、通算５期。総務委
員会委員長や議会改革特別委員会
委員長を歴任。※山之口町出身

熊本大学卒業。昭和 50 年７月宮
崎県庁に入庁。平成 22 年４月県
土整備部長。平成24年３月県退職。
同年４月県建設技術推進機構理事
長。※宮崎市佐土原町出身

新
た
に
就
任
し
ま
し
た

新
た
に
就
任
し
ま
し
た

プロフィル プロフィル

市民の皆様へ 市民の皆様へ

●
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
活
用
事
業

　

天
体
や
書
道
な
ど
、
専
門
的
な
知
識

を
持
つ
人
に
、
授
業
の
お
手
伝
い
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。

●
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
先
生

　

夏
休
み
の
指
導
に
参
加
し
、
個
別
に

学
習
を
支
援
を
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が

行
わ
れ
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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民生委員・児童委員が民生委員・児童委員が
一斉に改選されます一斉に改選されます

　

現
在
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
お
よ

び
主
任
児
童
委
員
の
任
期
は
、
平
成
25

年
11
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
全
国
一
斉
に
改
選
の
手

続
き
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

　

前
回
の
一
斉
改
選
以
降
、
欠
員
の
と

こ
ろ
も
あ
り
、
各
種
の
福
祉
活
動
に
支

障
が
出
て
い
る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
補

充
配
置
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
適

任
者
に
つ
い
て
の
情
報
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を

も
っ
て
、
常
に
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

相
談
に
応
じ
、必
要
な
手
助
け
を
行
い
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
児
童
福
祉
法
の
定
め
で
、
民

生
委
員
は
、
同
時
に
児
童
委
員
も
担
い

ま
す
の
で
、
両
方
の
立
場
を
示
す
「
民

生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

主
任
児
童
委
員
と
は

　

主
任
児
童
委
員
は
、
児
童
の
福
祉
に

関
す
る
行
政
機
関
と
児
童
委
員
と
の
連

絡
調
整
を
行
う
と
と
も
に
、
児
童
委
員

の
活
動
に
対
す
る
援
助
や
協
力
を
行
っ

て
い
ま
す
。

委
員
の
任
期
・
活
動
に
つ
い
て

　

新
し
い
委
員
の
任
期
は
、
平
成
25
年

12
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　

な
お
、
委
員
の
具
体
的
な
活
動
と
し

て
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

①
相
談
活
動

②
調
査
活
動

③
活
動
の
記
録
お
よ
び
報
告

④
福
祉
票
の
作
成
、
活
用
お
よ
び
保
管

⑤
証
明
事
務

⑥
人
権
・
同
和
問
題
へ
の
対
応
お
よ
び

地
域
福
祉
活
動

⑦
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
申
し
込

み
手
続
き

⑧
募
金
活
動
へ
の
協
力
な
ど

委
員
の
活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

委
員
に
は
、
法
律
に
よ
り
給
与
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
委
員
と
し
て
の
活
動
に
通

信
費
や
交
通
費
な
ど
の
経
費
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
月
額
９
、７
０
０
円
の
活

動
費
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

事
実
上
、
委
員
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民生委員・児童委員民生委員・児童委員がが
一斉に改選されます一斉に改選されます

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
都

道
府
県
知
事
の
推
薦
に
基
づ
い

て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
す
る

特
別
職
の
公
務
員
で
す
。　
　

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的
な

役
割
を
担
う
た
め
、
地
域
福
祉

活
動
に
密
接
な

か
か
わ
り
を
持

つ
自
治
公
民
館

の
単
位
で
構
成

す
る
推
薦
準
備

会
か
ら
推
薦
さ

れ
ま
す
。

委
嘱
・
改
選
手
続
き

な
ど
の
流
れ

47%36%

11%

6%6%

■ 高齢者に関すること
■ 障害者に関すること
■ 子どもに関すること
■ その他

H23年度
相談・支援の状況

地域の身近な相談役

◎問い合わせ　福祉課　☎ 23 ｰ 2980
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企
業
の
初
期
投
資
を
軽
減
す
る
こ
と
で

雇
用
を
拡
大
し
、
経
済
の
活
性
化
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
市
外

か
ら
の
進
出
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
地

場
企
業
も
含
め
て
製
造
業
な
ど
の
工
場
や

流
通
施
設
な
ど
を
対
象
に
支
援
し
ま
す
。

　
企
業
立
地
促
進
の
た
め
の

優
遇
措
置

　

対　

象

●
製
造
業
な
ど
の
工
場

投
下
資
本
が
２
、３
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
流
通
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
５
、０
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
試
験
研
究
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
２
、０
０
０
万
円
を
超

え
る
も
の
、
雇
用
増
加
５
人
以
上

●
観
光
施
設
な
ど

投
下
資
本
が
１
億
円
を
超
え
る
も

の
、
雇
用
増
加
15
人
以
上

●
情
報
サ
ー
ビ
ス
施
設

投
下
資
本
要
件
な
し
、
雇
用
増
加

５
人
以
上

　

支
援
の
内
容

●
固
定
資
産
税
の
免
除　

３
年
間

●
雇
用
奨
励
金　

１
人
20
万
円

（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

●
用
地
取
得
補
助
金　

50
㌫

（
限
度
額
５
、０
０
０
万
円
）

※
高
木
・
石
山
工
業
団
地
、
都
城

イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
大
井
手
地

区
に
つ
い
て
は
１
億
円

●
関
連
施
設
整
備
補
助
金

事
業
費
の
50
㌫

（
限
度
額
２
、０
０
０
万
円
）

利
便
性
の
高
い
工
業
団
地

　

現
在
、
市
で
は
２
つ
の
工
業
団
地
を

分
譲
中
で
す
。
ま
た
、
大
型
の
工
業
団

地
で
あ
る「
都
城
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
」

を
現
在
整
備
中
で
、
大
井
手
地
区
に
つ

い
て
は
平
成
25
年
度
か
ら
、
穂
満
坊
地

区
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
分

譲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
高
木
工
業
団
地
（
３
区
画
）

分
譲
面
積　

３
万
２
、０
３
１
平
方
㍍

②
石
山
工
業
団
地
（
２
区
画
）

分
譲
面
積　

１
万
４
、８
７
６
平
方
㍍

市
内
で
工
場
な
ど
を
営
む
経
営
者
の
皆
さ
ん
へ

本
市
の
企
業
立
地
状
況

　

平
成
18
年
の
合
併
以
降
、
本
市
で
は

45
件
の
企
業
立
地
が
実
現
し
ま
し
た
。

製
造
業
や
道
路
貨
物
運
送
業
、卸
売
業
、

食
品
加
工
業
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
進
出

の
み
な
ら
ず
、
地
場
企
業
や
既
存
の
進

出
企
業
の
増
設
な
ど
に
よ
り
、
市
内
の

雇
用
機
会
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

優
遇
措
置
は
地
場
企
業
も
対
象

　

市
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
し
た

企
業
を
立
地
企
業
と
し
て
指
定
し
、
実

績
に
応
じ
て
税
の
免
除
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
支
援
制
度
は
、

ご
存
じ
で
す
か
？

企
業
立
地
に
対
す
る
優
遇
措
置

市
で
は
、
雇
用
拡
大
と
産
業
振
興
に

よ
る
経
済
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、

一
定
の
要
件
を
ク
リ
ア
し
た
地
場
企

業
に
優
遇
措
置
な
ど
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ　

工
業
振
興
課

　

☎
23-
２
７
５
３
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廃ポリフィルムや廃ビニールなどの農業用廃プラスチックは「産業廃棄物」であるため、農業経営者が
自己責任で適正に処理するよう法律によって義務付けられています。
不法焼却や不法投棄をすると、5年以下の懲役または1,000万円以下の罰金が科せられます。
また、被覆資材や収穫後の使用済み廃プラスチックなど、強風で飛散しないよう注意しましょう。
◎問い合わせ　都城市農業用廃プラスチック適正処理対策推進協議会（農産園芸課内）☎ 23ｰ2425

肥料袋、農薬袋、ベーラーラップ、暖房用ダクト、ＰＯ系フィルム、谷シート、
ポリポット、ポリマルチ、かん水チューブ、不織布など

廃ポリフィルムなどのリサイクル収集日程

塩化ビニール のリサイクル収集日程

ハウスビニールなど（「農ビ」の表示あり）

①黒いサイロビニール、ブルーシート、セルトレイ、育苗箱、農薬ビン、ハウスバンド
　などの収集は行いませんので、産業廃棄物処分場で適正に処理してください。
②初めての人は、委任状作成のため印鑑（スタンプ式を除く）を持参ください。
③よく乾燥させ、同種の資材で縛って搬出してください。

収集日 収集場所 収集時間
５月 ９日（木）・23 日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所
（三股町大字蓼池 4439 番地 1） 14:00 ～ 16:00６月 ６日（木）・20 日（木）

７月

11 日（木）

23 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
（上長飯町 883）

９:00 ～ 16:0024 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
（高城町有水 2918－2）

25 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
（山田町山田 2481）

８月 ８日（木）・22 日（木）

都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14:00 ～ 16:00
９月 12 日（木）・26 日（木）
10 月 10 日（木）・24 日（木）
11 月 ７日（木）・21 日（木）

12 月

５日（木）
10 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

９:00 ～ 16:0011 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
12 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

平成 26 年１月 ９日（木）・23 日（木）
都城北諸地区清掃公社　都北営業所 14:00 ～ 16:00平成 26 年２月 ６日（木）・20 日（木）

平成 26 年３月 ６日（木）・20 日（木）
※費用…１kg当たり 22 円５銭（デポジット券または現金にて徴収）

収集日 収集場所 収集時間

８月
27 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター

13:30 ～ 16:00

28 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
29 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター

平成 26 年１月
14 日（火） アグリセンター都城　姫城農産センター
15 日（水） アグリセンター都城　高城農産センター
16 日（木） アグリセンター都城　山田農産センター
※費用…１kg当たり６円 30 銭（デポジット券または現金にて徴収）

農業用廃プラスチックは、保存版

収集対象

収集対象

注意
事項
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